
                 

   

       

               

           

   

     

     

     

１．「持続可能な放射線教育をめざして」実践構想 ［研究期間：     ～     ］ 
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２．     「持続可能な放射線教育をめざして」実践［ 宮まゆ    ホームページ り］ 
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  位回り 物  放射線が て る な？       番  板が放射線をさ ぎる な？ 

 



３．     「持続可能な放射線教育をめざして」実践  果と今後 課  

 （１）放射線授業事前アンケート調査集計の結果から（2023.11 実施） 

   ○ 放射線授業は、毎年ほとんどの学級担任が実施している（グラフ１）。その中で、放射
線授業を進める上で困っていることは、授業の進め方に自身がなく、また放射線の理解が
不十分であるということが明確となった（グラフ２）。そこで 

① 基本的な放射線内容の「 を」理解してもらえばよいのか、まず文部科学省放射線副読
本の   を作 し、次に朝自習など一日 10 分の時間を活用して問題集を き、学級担
任の先生方に 礎 な放射線  を確実に理解していただいた。 

② 放射線授業を「     」進めればよいのか、放射線    を観察していただくと
もに、時間の許す中で、他の組・学年の放射線授業を参観し、授業の進め方を研修してい

ただいた。 

                  

 

 

 

 

            

グラフ１                   グラフ２ 

 （２）放射線授業事後アンケート調査集計の結果から（2023.12.14 実施） 

   ○ 小学校全学年全学級の放射線出前授業を終了した後に、事後アンケートを実施し、成果

とともに、今年度に向けての放射線授業の課題や要望が明確になった。 

   ① 成果として、全学年の学級担任の先生方に、文部科学省放射線副読本の     を実
施していただき、各学年における基礎的な放射線内容を理解していただいた。さらには、

問題集がなくても放射線授業に支障がないと回答する先生が出てきた。（グラフ３） 

   ② 課題として、文部科学省放射線副読本の問題集を実施する理由がわからないと回答する
先生方が多かった。事前に放射線出前授業の意義や有効性、問題練習の進め方などを、事
前に時間をとっていただいて、説明する必要があると感じた（グラフ４）。 

   ③ 今後の放射線授業への要望として、今まで通りの放射線授業を希望する先生が 8 名、

Team Teaching 授業を希望する先生が２名、放射線器材の提供を希望する先生が２名いる
（グラフ ）ので、今年度は、事前に各学級担任の先生に希望を聞き、要望に応えたいと
思う。また、１年生から２年生へ、３年生から４年生へ、５年生から６年生へ持ち上がり
の先生には、Team-Teaching 授業か、または放射線器材の提供による学級担任主導の放射
線授業をお勧めし、無理のないようにサポートしていきたい。 
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４．     放射線   向けて   実施・放射線   予定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ．     放射線   向けて   実施・事 打合せ・放射線   予定表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ．     放射線 Team-Teaching     指導案  ２  ・ ４  ・      
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 ．     「持続可能な放射線教育をめざして」実践  方向性 

 2011 年３月に発生した東北地方太平洋沖地震とそれに伴う福島第一原子力発電所の事故で、大

量に放射性物質が放出され、福島県内に甚大な災害を被った。それまでの 30 数年もの間、義務教
育では、放射線の学習内容が取り扱われず、目の前の児童・生徒ならびにその保護者の方々は途方
に暮れてしまう中、正しい放射線を理解することが喫緊の課題であった。 

『先生！放射線を教えて』 

と中学生１年生にそして保護者の方々の要望に応え、2011 年度より５年間毎年、放射線教育研究
公開授業を実践してきた。その後コミュタン福島７年間勤務し、来館者に放射線を教えるとともに
文部科学省委託事業「科学的な理解をすすめる放射線教育セミナー」ならびに「放射線に関する教

職員研修及び出前授業」などを介して、およそ 14 年間継続して放射線出前授業を行ってきた。 

 今これまでをふり返り、まず「自ら放射線授業を行う」ことが大切である。次に今後「一人でも
多くの先生に放射線授業を実践していただく」ことがさらに重要になってくる。 

 昨年の     は放射線出前授業を見ていただき、放射線教育の進め方を学んでもらう 

 今年の     は Team-Teaching 放射線授業を行い、一緒になって子どもたちに教えてもらう 

 来年度の     は、学級担任主導で放射線授業を行ってもらい、授業力をつけてもらう 

この段階的な STEP UP で、一人でも多くの先生に放射線授業を行っていただくために、今後とも

教材開発や放射線測定器を含めた器材調達、そして放射線授業を通しての実践的な話し合いを続け
ていく必要がある。 

最後に、令和７年度に向け、今後の目標を掲げたい。 

(1) 児童用の文部科学省放射線副読本の問題集練習を編集し、放射線に               

ついて学級担任とともに学び合う環境づくりをする。 

(2) 子どもたちのとって分かりやすい放射線学習材、そして先生方にとって教える充実感のある
放射線教材の発掘と開発を継続していく。 

(3) 学級担任の放射線授業経験の実態の応じたサポート体制を構築していく。例えば 

授業者タイプ 放射線授業の経験・実態 STEP UP のための Know-how 

初心者Ａタイプ 
 

放射線授業を参観したことも、実践
したこともない。 

・出前授業講師の授業を参観する。 
・放射線授業実践を視聴する。 

初心者Ｂタイプ 

 

放射線授業を参観したことはあるが

実践したこともがない。 

・放射線教育研修会に参加する。 

・学習指導案を作成してみる。 

実践者Ｃタイプ 
 

校内で放射線授業を実践したが、あ
まり成果が見られない。 

・学習指導案に沿って実践する。 
・他の先生に授業を見てもらう。 

実践者Ｄタイプ 校内で放射線授業を実践し、ある程
度成果が見られる。 

・校内研究会で様々な意見を聞く。 
・放射線授業実践を記録しておく。 

実力者Ｅタイプ 
 

放射線研究会で授業を公開し、実践
の成果が著しい。 

・事後研究会で会員と協議し合う。 
・放射線の実践研究をまとめる。 

実力者Ｆタイプ 
 

自己の放射線授業の成果を発表し授
業力アップの Know-how がわかる。 

・放射線研究授業実践を発表する。 
・放射線出前授業や授業支援を行う 

 

◎ 今後、放射線教育実践者を一人でも多く増やすために、放射線  記録を収集し、次の授業

向上の糧としたい。 




